
　

飾
り
物
の
季
節
に
は
大
原
正
純

郡
代
を
思
う
。

　

彼
は
十
八
歳
で
郡
代
に
。
天
明

七
年
（
一
七
八
七
）
二
十
四
歳
の

と
き
、
高
山
陣
屋
の
初
午
祭
に
際

し
二
十
四
孝
を
題
材
に
町
人
に
飾

り
物
を
奉
納
さ
せ
た
。
二
年
後
、

天
明
の
大
原
騒
動
に
よ
り
八
丈
島

に
遠
島
。
江
戸
に
戻
っ
た
の
が

文
化
八
年
、
四
十
八
歳
の
と
き
。

六
十
歳
で
没
し
た
と
あ
り
、
波
乱

の
一
生
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
大
原
郡
代
の
奉
納
飾

り
物
か
ら
百
年
経
っ
た
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）、
そ
の
年
四
月

の
日
枝
神
社
大
祭
と
三
月
の
櫻
山

秋
葉
神
社
鎮
火
祭
時
の
『
高
山
町

両
祭
作つ

く
り
も
の
か
ざ
り

物
飾
一
覧
』（
作
物
飾
は

今
の
飾
り
物
）
が
あ
り
日
枝
も
八

幡
も
氏
子
出
品
の
作
品
は
百
二
点

ず
つ
。
ほ
か
に
十
五
点
の
出
品
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

手
長
足
長
は
十
能
と
炭
か
き
、

冨
士
に
船
は
提
灯
屋
具
、
柳
に
燕

は
鎌
と
釘
抜
き
、
籠
の
渡
し
は
馬

具
、
蝶
に
蜻
蛉
は
髪
結
具
と
、
飾

り
物
の
決
ま
り
で
あ
る
同
じ
種
類

の
材
料
を
使
っ
て
作
品
を
創
っ
て

い
て
明
治
の
趣
味
人
た
ち
の
機
微

を
感
じ
る
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一

月
の
昭
和
天
皇
御
大
典
奉
祝
の

折
、
各
町
内
の
作
品
を
書
き
写
し

た
長
尾
桃
雨
さ
ん
の
『
飾
り
物
覚

書
帳
』
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

な
か
で
も
琴
上
の
琴
爪
箱
を
鳳ほ

う
れ
ん輦

に
、
琴
柱
を
行
列
に
見
立
て
た
作

品
は
、
材
料
は
音
曲
具
三
点
、
奉

祝
行
列
を
彷
彿
さ
せ
る
秀
作
で
あ

る
。

　

飾
り
物
は
時
代
と
と
も
に
題
材

や
材
料
が
変
わ
る
が
、
調
和
や
材

料
の
も
つ
美
や
質
感
を
感
受
す
る

感
性
は
と
て
も
大
事
で
あ
る
。

　

福
田
夕
咲
さ
ん
の
執
筆
さ
れ
た

『
飾
り
も
の
の
話
』
で
は
、
飾
り

物
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
ば

ん
ど
り
を
丸
め
て
猪
に
模
し
た

「
作
り
物
」、
大
小
二
本
の
刀
剣
で

日
本
大
勝
と
か
け
た
「
判
じ
物
」、

琵
琶
な
ど
を
船
に
見
立
て
た
「
見

立
て
物
」
が
あ
る
。

　

う
ち
主
流
は
見
立
て
物
で
「
軽

妙
洒
脱
」
を
要
諦
と
し
て
い
る
。

辞
書
に
よ
る
と
「
軽
妙
」
は
、
軽

や
か
で
う
ま
み
が
あ
る
こ
と
、
気

が
利
い
て
上
手
な
さ
ま
、と
あ
る
。

「
洒
脱
」
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
俗

気
が
な
く
、
気
が
利
い
て
い
る
こ

と
、
と
あ
る
。

　

ま
た
夕
咲
さ
ん
は
「
飾
り
物
を

飾
る
心
得
は
、
飾
り
物
を
鑑
賞
す

る
心
得
」
と
説
く
。
一
人
よ
が
り

で
は
な
く
、
題
材
に
沿
っ
た
着
想

で
乙
な
材
料
を
使
っ
た
う
つ
り
の

よ
い
飾
り
付
け
か
ナ
、
と
識
別
反

芻
、
自
問
自
答
が
必
要
で
す
よ
、

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

飾
り
物
は
、
題
材
に
マ
ッ
チ
し

た
着
想
で
、
材
料
は
茶
道
具
や
文

房
具
な
ど
同
じ
種
類
三
点
以
内
、

そ
れ
で
飾
り
付
け
れ
ば
作
品
と
な

る
。

　

高
山
の
飾
り
物
は
、
江
戸
時
代

の
天
明
七
年
か
ら
二
百
数
十
年
連

綿
と
受
け
継
が
れ
、
最
近
は
女
性

や
高
校
生
の
出
品
も
あ
り
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。
飾
り
物
は
頭
の

体
操
で
あ
る
。
身
近
な
材
料
で
気

軽
に
飾
り
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

新
年
恒
例
「
飾
り
物
展
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
初
春
を

祝
う
催
し
で
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
テ
ー
マ　

平
成
二
十
五
年
の

干
支
「
巳
」、
又
は
歌
会
始
の

勅
題
「
立り

つ

」（
動
作
の
「
立
つ
」

だ
け
で
な
く
、『
立
』
の
入
っ

た
熟
語
「
立
志
」「
立
春
」
な

ど
を
題
材
に
し
て
も
可
）

◇
資
格　

市
内
町
内
会
や
同
好

会
、
各
種
団
体
、
市
内
在
住
の

個
人

◇
点
数　

一
団
体
（
個
人
）
一

点※
展
示
数
に
限
り
が
あ
る
た
め

先
着
順
に
て
締
め
切
り

◇
規
格　

幅
一
〇
〇
セ
ン
チ
×

奥
行
九
〇
セ
ン
チ
に
収
ま
る
こ
と

◇
応
募　

文
化
会
館
窓
口
に
て

配
布
の
応
募
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
十
二
月
二
十

日
（
木
）
ま
で
に
同
窓
口
へ
提

出
、
ま
た
は
文
化
協
会
へ
郵
送

◇
場
所　

文
化
会
館

◇
展
示　

一
月
十
一
日
（
金
）

～
十
三
日
（
日
）

◇
問
合
せ　
（
社
）
高
山
市
文

化
協
会
（
三
四
‐
六
五
五
〇
）

［
ヤ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
］

　

国
体
記
念
飾
り
物
展
で
も
好

評
い
た
だ
い
た
「
ヤ
ン
グ
チ
ャ

レ
ン
ジ
部
門
」
を
今
回
も
開
催

い
た
し
ま
す
。
高
校
生
以
下
を

対
象
と
し
て
、
現
代
に
あ
る
身

近
な
道
具
で
作
る
飾
り
物
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
は

一
般
と
同
様
で
す
が
「
ヤ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

高
山
飾
物
同
好
会
　
小 

瀬 

信 

行

飾
り
物
随
意

平
成
二
十
五
年

「
飾
り
物
展
」
作品
募集



津波で損傷したガードレール

金色堂覆堂啄木記念館での特別授業

「
岡
目
一
目
」

（
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

会
員
研
修
旅
行
の
報
告

「
日
本
三
景
松
島
、世
界
遺
産 

平
泉
と

　
　
　
　
　
　

文
豪
の
足
跡
を
訪
ね
て
」
9月23日㈰
～25日㈫

　
「
越
中
で
立
山
、
加
賀
で
は

白
山
…
」
と
お
わ
ら
は
歌
う
。

あ
の
中
の
「
加
賀
で
は
白
山
」

と
い
う
の
が
気
に
な
る
。
立
山

は
確
か
に
一
〇
〇
％
越
中
だ

が
、
白
山
は
半
分
飛
騨
で
は
な

い
か
。

　

も
う
一
つ
。「
木
曽
の
御
岳
」

と
い
う
言
い
方
も
シ
ャ
ク
に
障

る
。
こ
れ
も
半
分
は
飛
騨
で
は

な
い
か
。
先
に
言
っ
て
し
ま
っ

た
方
が
勝
ち
か
。
北
ア
ル
プ
ス

な
ん
て
言
わ
な
い
で
、
飛
騨
山

脈
と
呼
べ
と
主
張
し
て
い
る
人

も
い
る
。

　

そ
う
い
う
中
で
笠
ヶ
岳
だ
け

は
一
〇
〇
％
飛
騨
の
山
で
、
ど

こ
と
も
境
を
接
し
て
い
な
い
。

今
こ
こ
を
中
心
に
し
て
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
し
て
い
る

貴
重
な
地
質
遺
産
で
、
人
と
地

球
と
の
関
係
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
場
に
し
た
い
と
言
う
。
ま

ず
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を

狙
お
う
と
い
う
準
備
委
員
会
が

で
き
て
い
る
。

　

六
五
〇
〇
万
年
前
の
カ
ル
デ

ラ
火
山
の
絶
壁
の
水
平
な
縞
模

様
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
も
の

だ
そ
う
な
。
海
の
島
の
獲
り
合

い
も
大
事
だ
が
、
山
の
縞
の
売

り
込
み
も
成
功
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

［
高
山
市
民
合
唱
団
「
ひ
ゆ
ら
」

第
五
十
四
回
定
期
演
奏
会
］

◇
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
土
） 

午
後
六
時
三
十
分
～

◇
場
所　

飛
騨
セ
ン
タ
ー
・
飛
騨

芸
術
堂

◇
料
金　

大
人
千
円
、
高
校
生
以

下
無
料

［
第
四
十
四
回
　
高
山
市
民
吹
奏

楽
団
定
期
演
奏
会
］

◇
日
時　

十
一
月
二
十
三
日（
金
・

祝
）　

午
後
六
時
三
十
分
～

◇
場
所　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

一
般
千
五
百
円
、
高
校

生
以
下
五
百
円

［
記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ
］

　

前
号
掲
載
の
飛
騨
文
芸
祭
受
賞
者

名
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
青
竜
賞　

岡
田
未
桂
→
岡
田
未
佳

　
　
　
　
　

中
島
真
紀
→
中
島
真
紅

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

初
日
に
到
着
し
た
の
は
、
津
波

に
襲
わ
れ
た
仙
台
空
港
…
全
面
復

興
し
黒
々
と
舗
装
さ
れ
た
滑
走

路
、
ロ
ビ
ー
も
美
し
か
っ
た
。

　

バ
ス
で
名
取
川
周
辺
沿
岸
部
を

走
り
津
波
の
傷
跡
…
土
台
だ
け
の

屋
敷
跡
、
使
用
不
能
の
家
屋
、
丘

に
残
る
船
、
耕
作
不
能
で
雑
草
生

い
茂
る
水
田
な
ど
目
に
し
、
車
中

で
声
も
無
く
胸
が
詰
ま
っ
た
。

　

松
島
に
着

き
、
五
大

堂
、
瑞
巌
寺

参
詣
、
午
後

日
本
三
景
の

松
島
の
島
巡

り
、
下
船
し

て
奥
州
一
之

宮
塩
釜
神
社

参
詣
。
降
雨
強
く
な
り
行
程
切
り

上
げ
て
ホ
テ
ル
へ
。

　

二
日
目
、
伊
達
政
宗
公
霊
屋
瑞

鳳
殿
へ
…
桃
山
様
式
の
豪
華
絢
爛

な
廟
建
築
に
驚
く
。

　

高
速
道
路
を
北
上
し
、
世
界
遺

産
古
都
平
泉
へ
。
国
宝
中
尊
寺
金

色
堂
を
拝
観
…
「
五
月
雨
の
降
り

の
こ
し
て
や
光
堂
　
芭
蕉
」
…　

一
山
数
多
の
堂
宇
は
山
火
事
な
ど

で
焼
失
し
た
が
、
金
色
堂
は
よ
く

ぞ
残
っ
た
も
の
だ
。
何
度
見
て
も

素
晴
ら
し
い
お
堂
。

　

わ
ん
こ
そ
ば
の
昼
食
後
、
毛
越

寺
へ
。
平
安
時
代
の
優
美
な
浄
土

庭
園
、
宇
治
平
等
院
を
模
し
て
作

庭
さ
れ
た
も
の
…
「
夏
草
や
兵

つ
わ
も
の

ど

も
が
夢
の
跡
　
芭
蕉
」
…
諸
々
の

想
い
を
残
し
移
動
、
北
上
川
の
泥

岩
川
床
「
イ
ギ
リ
ス
海
岸
」
を
見

学
し
、
花
巻
温
泉
へ
。

　

三
日
目
、
更
に
北
上
し
渋
民

へ
。
石
川
啄
木
記
念
館
見
学
…
文

学
へ
の
情
熱
、
直
筆
の
書
簡
に
感

動
。
後
、
南
下
し
花
巻
市
へ
…
宮

沢
賢
治
記
念
館
見
学
、
環
境
を
始

め
多
分
野

に
わ
た
る

研
究
を

手
が
け
、

二
十
七
年

の
生
涯
を

精
力
的
に

駆
け
抜
け

た
秀
才

に
敬
服

多
々
。

［三遊亭小遊三＆ナイツ お笑いコラボショー］
◇日　時　3月6日（水） 夜（時間未定）
◇場　所　丹生川文化ホール
◇発売日　メセナメイト先行発売 1月12日（土）10：00～
　　　　 一般発売 　　　1月13日（日）10：00～
◇料　金　未定

［和楽器の調べ］
◇日　時　3月17日（日） 昼（時間未定）
◇場　所　文化会館 小ホール
◇発売日　1月19日（土）メセナメイト先行発売 10：00～
　　　　　　　　　　　一般発売　　　 13：00～
◇料　金　一般2,000円　メセナメイト1,700円
　　　　　ジュニア（18才以下）500円

［東
とうきょう

京楽
が く そ

所  初春の雅楽］
◇日　時　2月9日（土） 開演 18：30
◇場　所　こくふ交流センター さくらホール
◇発売日　12月8日（土）メセナメイト先行発売 10：00～
　　　　　　　　　　　一般発売 　　　13：00～
◇料　金　一般2,000円　メセナメイト1,700円
　　　　　ジュニア（18才以下）500円

［小原 孝　ピアノ詩集コンサート］
◇日　時　12月15日（土） 開演 18：30
◇場　所　こくふ交流センター さくらホール
◇料　金　一般2,000円
　　　　　メセナメイト1,700円
　　　　　ジュニア（18才以下）500円

［熱帯ＪＡＺＺ楽団］
◇日　時　11月15日（木） 開演 19：00
◇場　所　高山市民文化会館 大ホール
◇料　金　Ｓ席〔一般〕3,000円 
　　　　　  Ｓ席〔メセナメイト〕2,500円
　　　　　Ａ席〔一律〕1,500円 
　　　　　  ジュニア（18才以下）1，000円

高山市文化芸術鑑賞事業の
ご案内

平成24年11月～平成25年3月

好評
販売中

好評
販売中

全席指定


